
                                                  共 同 研 究 報 告 書                                                          

整理番号第 637 号  

 

 

 

 

 

 

 

オオイタドリの生育抑制方法に関する研究  

 

共同研究報告書  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年５月  
 

 

 

 

 

 

 

 

国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所  

前田工繊産資株式会社  

株式会社ハブ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Copyright  © (2026) by P.W.R.I .  

All rights  reserved. No part of  this  book may be reproduced by any 

means,  nor transmit ted,  nor  t ranslated into a machine language without  

the writ ten permission of the Chief Executive of P.W.R.I.  

 この報告書は、国立研究開発法人土木研究所理事長の承認を得て刊

行したものである。したがって、本報告書の全部又は一部の転載、複

製は、国立研究開発法人土木研究所理事長の文書による承認を得ずし

てこれを行ってはならない。  

 

 



 

  





                                                                                                                                          

共 同 研 究 報 告 書                                                                 

第 637 号令和８年５月 

 

 

オオイタドリの生育抑制方法に関する研究  

 

共同研究報告書  

 
 

 

国立研究開発法人土木研究所 寒地土木研究所 

寒地基礎技術研究グループ 寒地地盤チーム 

上席研究員  林   宏親 （令和 5 年 7 月～令和 6 年 3 月） 

主任研究員     （令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月） 

上席研究員   山木 正彦 （令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月） 

総括主任研究員  三原 慎弘 （令和 5 年 7 月～令和 6 年 3 月） 

総括主任研究員  武藤 秀樹 （令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月） 

特任研究員  佐藤 厚子 

 

三井化学産資株式会社※１ 事業本部長付 

    部長付  西村  淳  （令和 5 年 7 月～令和 6 年 3 月） 

      土木資材部 

GL   石田 健一  

次長   牧野 幸宏 （令和 5 年 7 月～令和 6 年 3 月） 

 

株式会社ハブ  執行役員 

第二営業部長  樋口 法大  

営業部 

課長   石原 大士  

 

※１：現  前田工繊産資株式会社（令和 7 年 4 月～）  

 

 

 

要旨  

キーワード：オオイタドリ、生育抑制、メッシュシート、網目の大きさ、継ぎ方

この共同研究では、オオイタドリの生育を確実に抑制しつつ、のり面保護

に資する他の植物が生育することのできる「最適なメッシュシートの性能

（網目の大きさ）」および「効果的な施工方法（重ね合わせ方法）」を解明し、

効率的な維持管理方法を提案することを目的とした。  

検証の結果、オオイタドリの防除と他の植物の生育を両立させるメッシュ

シートの網目の大きさの最適値や、メッシュシートの継ぎ目からのオオイタ

ドリが生育しづらい効果的な継ぎ方などを求めることができた。  
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１．研究目的 

 

 北海道をはじめとする寒冷地に広く分布するオオイタドリは、極めて生育が旺盛であり、道路

のり面・路肩や河川堤防の維持管理における大きな課題となっている。具体的には、その巨大な

草体は、道路交差部やカーブ区間においてドライバーの視線を遮る視程障害を引き起こすほか、

歩道や堤防天端への倒れ込みによって歩行空間や点字ブロックの利用を阻害するなど、交通安全

や施設管理上の深刻な支障を招いている。このような状況に対処する方法としては草刈りが一般

的であるが、先述の通りオオイタドリは生育が旺盛であるため、草刈りの回数が非常に多くなる

ことや、茎が太く硬いため刈刃の消耗が著しく作業に要する費用が高くなるという問題がある。

これまで筆者らはその対策として、オオイタドリの生育箇所をネット状のシート（メッシュシー

ト）により被覆することでオオイタドリの生育を抑制できることを確認した 1) 2)。しかし、使用し

たメッシュシートの網目の大きさでは、オオイタドリの生育は抑制できたものの他の植物の生

育も抑制される問題が生じた。のり面に生育する植物は、良好な景観形成だけでなくのり面保護

の役割もあることから、他の植物は生育しオオイタドリの生育のみを抑制する適切な網目の大き

さを求める必要があった。また、メッシュシートの継ぎ目からオオイタドリが生育する場合があ

り、オオイタドリの生育抑制に効果的なメッシュシートの継ぎ方について新たに検討する必要が

あった。 

そこで本研究では、網目の大きさが異なる複数のメッシュシートを用いた試験施工を行い、オ

オイタドリおよびその他の植物の生育状況を比較検証した。あわせて、シートの継ぎ目からのオ

オイタドリ生育を防止する施工方法についても検討を行っている。 

 本研究の目的は、オオイタドリの生育を抑制しつつ、のり面保護に資する他の植物の生育を許

容する「適切な網目の大きさ」および「効果的な重ね合わせ方法」を明示し、効率的な維持管理

方法を提案することにある。この目的を達成するため、現地調査に基づく試験施工を通じて、シ

ートの要求性能と施工法の妥当性を検証した。 

本研究の遂行にあたっては、メッシュシートの材料開発から施工技術まで広範な専門性が求め

られる。そこで、室内試験の設備を有しシート開発の実績を持つ三井化学産資株式会社、および

北海道内での豊富な施工実績と現場知見を有する株式会社ハブ、そして当研究所の三者による共

同研究体制を構築した。各者が保有する技術と知見を統合することで、効率的かつ実効性の高い

検証作業を実施した。 

本報告書は、令和 5 年度から令和 6 年度にかけて実施した上記三者による共同研究の成果をま

とめたものである。 
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２．研究内容 

 

２．１ 研究項目 

 オオイタドリが生育する箇所においてメッシュシートを敷設することにより、オオイタドリの

生育抑制に係る効率的な維持管理方法を提案するため次の内容を検討した。 

① オオイタドリの生育を抑制し、かつのり面保護植物の生育を確保するために必要なメッシュ

シートの性能に関する検討 

② オオイタドリの生育抑制のための適切なメッシュシートの施工法に関する検討 

 

２．２ 研究概要 

① オオイタドリの生育を抑制し、かつのり面保護植物の生育を確保するために必要なメッシュ

シートの性能に関する検討 

 オオイタドリの生育は抑制しつつ、他の植物がメッシュシート上で生育可能な網目の大きさを、

本研究における適切なメッシュシートの性能とすることとした。このため、オオイタドリが広く

生育している箇所において、数種類の網目の大きさのメッシュシートを敷設する試験施工によ

り効果を確認した。その結果、オオイタドリの生育を抑制し、かつのり面保護植物の生育を確保

するために必要なメッシュシートの網目の大きさは 1.1mm よりも大きく 5.8mm 未満であるこ

と、そのうち特に効果が高い網目の大きさは、4.2mm 以上 5.2mm 以下であることがわかった。 

 

② オオイタドリの生育抑制のための適切なメッシュシートの施工法に関する検討 

メッシュシートの幅は一般に 1m 程度であり、多くの場合この幅では対象とする箇所全体を被

覆することは難しい。そのため、メッシュシート同士を継ぎ合わせる必要があるが、その継ぎ目

からオオイタドリが生育してしまうという課題があった。そこで、オオイタドリの生育抑制のた

めの適切なメッシュシートの施工方法として、メッシュシートとメッシュシートの重ね合わせ部

からオオイタドリが生育しないメッシュシートの継ぎ方を求めることとした。適切なメッシュシ

ートの継ぎ方を明らかにするため、様々な方法でメッシュシートを継いで試験施工を行い効果を

確認した。その結果、板材にメッシュシートを重ね、そこに U 字釘をタッカーで打ち付ける方法

で効果が大きいことがわかった。 

 

 

 

 

  



 

3 

 

３．研究の実施期間 

 

３．１ 研究の実施期間 

 自 令和５年７月１日   至 令和７年３月３１日 

 

３．２ 実施体制と分担 

 寒地土木研究所と三井化学産資株式会社、株式会社ハブは共同研究体制をとっている。その分

担は下表に示すとおりである。 

 

研究項目 研究細目 

研 究 分 担 

寒地土木 

研究所 

三井化学 
産資 

ハブ 

① 研究計画立案 企画検討 ◎ ○ ○ 

②オオイタドリの生

育を抑制し、かつのり

面保護植物の生育を

確保するために必要

なメッシュシートの

性能に関する検討 

メッシュシートの適

切な仕様と耐久性に

関する検討 

◎ ○ ○ 

性能を満足するメッ

シュシートの開発 
○ ◎ ◎ 

③オオイタドリの生

育抑制のための適切

なメッシュシートの

施工法に関する検討

（試験施工を含む） 

メッシュシートの重

ね合わせ方法（重ね量

と方法）の検討 

○ ◎ ◎ 

試験施工の実施 ◎ ○ ○ 

④効果の検証 調査および分析 ◎ ○ ○ 

⑤とりまとめ 報告書作成 ◎ ◎ ◎ 
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４．試験方法 

 

４．１ メッシュシートの網目の大きさに関する検討 

この共同研究では、網目の大きさを図-1に示すようにメッシュシートの開口部の大きさと定義

した。使用したメッシュシートは、その網目の大きさで網目の形状が異なり、後述する表-1にお

けるメッシュシート No.1、2、3 は図-1a、No.4、5、6、7 は図-1b に該当する。 

オオイタドリの生育が旺盛な場所である当別町の石狩川右岸堤防高水敷において、網目の大き

さの異なる高密度ポリエチレン製メッシュシート（メッシュシート）を敷設し、オオイタドリと

その他植物の生育状況に関する調査を行った。試験施工に用いたメッシュシートの諸元を表-1に、

施工箇所の概略を図-2 に示す。2023 年 8 月 7 日に網目の大きさ（平均）が 1.1mm、2.7mm、

3.2mm、5.8mm、2024 年 6 月 11 日に網目の大きさ（平均）が 2.4mm、4.2mm、5.2mm のメッ

シュシートを敷設した。2023 年と 2024 年の施工箇所は近接しており、周囲に構造物はなく日射

の条件は同じである。なお、施工箇所には草丈 3m 程度のオオイタドリが繁茂していたため、メ

ッシュシートで被覆する前にオオイタドリおよびその他植物を根元から刈り取った。このとき、

 

図-1 網目の種類と大きさ 

幅方向

横

縦長

さ

方

向

幅方向

a                                 b

横

縦長

さ

方

向

表-1 メッシュシートの諸元（実測値） 

 2023 年度施工 2024 年度施工 

メッシュシート No. 1 2 3 4 5 6 7 

網目の種類 a a a b b b b 

網目の大きさ

(mm) 

縦 1.1 2.6 3.1 6.3 2.4 4.3 5.3 

横 1.0 2.8 3.2 5.2 2.4 4.2 5.1 

平均 1.1 2.7 3.2 5.8 2.4 4.2 5.2 

厚さ(mm) 1.5 1.5 1.6 1.9 1.5 1.6 1.8 

幅(m) 1.140 1.150 1.130 1.240 1.150 1.340 0.850 

引張強度

(kN/m) 

縦 4.0 3.9 - 4.0 3.9 - - 

(kN/m) 横 3.9 3.0 - 3.0 3.0 - - 

＊引っ張り強度は工場出荷時の規格値 
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オオイタドリの前年度からの枯死茎や当年度の生長茎が残存していると、その鋭利さや硬さでメ

ッシュシートを破損する恐れがあったことから、被覆前にこれらの茎を金槌でつぶして軟らかく

する処置を施した。施工後の調査範囲については、メッシュシートの有無にかかわらずオオイタ

ドリを含む草本類の刈り取りは行っていない。 

 

４．２ 適切なメッシュシートの継ぎ方に関する検討 

適切なメッシュシートの継ぎ方を確立するために、まず様々なメッシュシートの継ぎ方を網羅

的に試行した。その中から効果が認められた方法を抽出し、詳細な検討を実施した。最終的にメ

ッシュシートを地面に固定するピン等（シート押さえ）の打設間隔について検討を行った。 

メッシュシートの継ぎ方を表-2に、そのイメージを図-3に示す。a.～f.は継ぎ方、1～3 はメッ

シュシートを押さえるピン等の間隔（1 は 1m、2 は 0.5m、3 は 1.5m）、Ⅰ～Ⅴはタッカーによ

る方法における使用する板材の幅、U 字釘の間隔および配置の組み合わせを示している。 

a.は防草シートの継ぎ方で一般的な方法であるプラスティックピンでシートを押さえる方法

（プラスティックピン）、b.はプラスティックピンとリブのない鉄筋ピンで押さえる方法（丸鋼ピ

ン）、c.はプラスティックピンとリブつきの鉄筋ピン（異形棒鋼ピン）で押さえる方法、d.はシー

トの下に板材を敷きその上にメッシュシートを重ね合わせてその上から U 字釘を打ってメッシ

ュシートと板材を固定する方法（タッカー）、e.は X 型のゴム製ジョイナーの間にメッシュシート

を挟み込む方法（ゴム製ジョイナー）、f.は排水シートを重ね合わせた上から U 字ピンでメッシュ

シートを押さえる方法である。なお、ゴム製ジョイナーを除き各方法におけるメッシュシートの

重なりは 10cm に統一した。 

  

a.施工平面図            

  

 b.施工横断図 

図-2 メッシュシート施工の概略 

2023年度施工
   1    3         無

   2    4
2024年度施工

   5    7
   6    無

し

のり肩

のり尻
8m 7m

1m
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表-2 メッシュシートの継ぎ方 

 名称 
シート押さえ

の間隔(m) 

板の幅 

(cm) 

U 字釘の間隔

(cm) 

U 字釘の配置

(cm) 

施工 

時期 

a-1 ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸﾋﾟﾝ 1.0 - - - 

2023.8 

b-1 
ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｷｬｯﾌﾟ＋丸鋼

ピン 
1.0 - - - 

c-1 ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｷｬｯﾌﾟ＋異形

棒鋼ﾋﾟﾝ 

1.0 
- - - 

c-2 0.5 

d-Ⅰ タッカー＋U 字釘 - 9 10 千鳥 

e-1 ゴム製ジョイナー 1.0 - - - 

d-Ⅱ タッカー＋U 字釘 - 5 10 1 列 

2024.4 

d-Ⅲ タッカー＋U 字釘 - 9 10 平行 

d-Ⅰ タッカー＋U 字釘 - 9 10 千鳥 

d-Ⅳ タッカー＋U 字釘 - 10.5 10 平行 

d-Ⅴ タッカー＋U 字釘 - 10.5 20 千鳥 

f-1 排水ｼｰﾄ＋U 字ピン 1.0 - - - 

d-Ⅰ-1 タッカー＋U 字釘 1.0 9 10 千鳥 
2024.6 

d-Ⅰ-3 タッカー＋U 字釘 1.5 9 10 千鳥 

a、b、c、d、e、f（ローマ字）：継ぎ方の種類 

1、2、3（数字）：ピンの間隔、タッカーの方法ではシート押さえの間隔 

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ（ギリシャ数字）：タッカーの方法の種類 

 

a.ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ            ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｷｬｯﾌﾟ+鉄ﾋﾟﾝ       d.ﾀｯｶ +U 字釘     

                         b.丸鋼 c.異形棒鋼              

 

 

e.ｺﾞﾑ製 ﾞｮｲﾅ           f.排水    

 

図-3 メッシュシートの継ぎ方のイメージ 

鉄ﾋﾟﾝ

ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｷｬｯﾌﾟ

 ｯ     

ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸﾋﾟﾝ

 ｯ      ｯ     

板材

U釘

 ｯ     

ゴム製 ﾞｮｲﾅ 
   押さえ

排水   
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各方法の効果については５．２で述べるが、効果のあった方法として、タッカーによる方法を

採用した。用いる板材の幅は市販品から 5.0、9.0、10.5cm とし、板材の厚さは施工時に安定感が

あり、これまでの施工で破損しなかった 1cm とした。U 字釘の間隔は 10cm とし、図-4に示すよ

うに 1 列配置と 2 列配置、千鳥配置とし、千鳥配置には間隔を 20cm とした場合も設定した。 

メッシュシートを地面に押さえるときの間隔（表-2 中の「シート押さえの間隔」）は、各方法

で用いたピンの打設間隔である。ただし、採用したタッカーに関しては、用いる板材に打ち込む

スクリュー釘の間隔とし、1m と 1.5m の比較を行った（表-2中の d-Ⅰ-1、d-Ⅰ-3）。このスクリ

ュー釘により板材と地面を固定することで、メッシュシートを地面に押さえ込むことになる。 

 

４．３ 調査方法 

各調査箇所でメッシュシートの上に生育したオオイタドリとその他植物について植物の植被率

と草丈を測定した。ここで、植被率は単位面積あたりの植物の占める割合（図-5 a.参照）、草丈

は根元から最大に伸長させた植物の長さ（図-5 b.参照）である。植物の生育抑制の目標としては、

植被率に関しては数値目標を設定せず、オオイタドリの植被率はなるべく小さく、その他植物の

植被率はなるべく大きいこととした。また、草丈に関しては 80 cm 以下を目標値に設定した。こ

れは、道路および河川管理において草丈に対して具体的な数値はないものの、草丈が 80 cm を超

えると学童歩行者の確認が困難になるため草刈りの目安としているという聞き取り調査の結果を

取り入れたものである。調査は 1m×1m のコドラートを同一箇所に設置し、施工後からおおむね

1 か月に 1 回の頻度で行った。 

 

       d-Ⅱ      d-Ⅰ          d-Ⅲ 

d-Ⅴ          d-Ⅳ 

図-4 板材に対する U字釘の配置 

千鳥 2列

板の幅

U釘
の間
隔

1列

 

a.植被率             b.草丈 

図-5 調査項目 

植被率= ×100（％）

吹付植物の面積

全体の面積

草丈

U 字釘 

の間隔 
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５．調査結果 

 

５．１ メッシュシートの網目の大きさに関する検討 

（１）植被率 

網目の大きさと植物の植被率の代表値を図-6に示す。メッシュシートを敷設していない場合で

は、調査開始後（刈り取り後）1 か月でオオイタドリの植被率が 60%に達した（図中の、網目の

大きさ「無し」、施工からの年数「1 年目」、測定日「R5.9.7」の結果参照）。一方、メッシュシー

トを敷設した箇所では、2 年間の計測期間を通じて最大でも 30%程度の植被率に留まった。この

ことから、メッシュシートにはオオイタドリの繁茂を抑制する顕著な効果があるといえる。全体

の傾向として、メッシュシートを敷設した場合は 2 年目以降もオオイタドリの植被率が低く推移

している。 

網目の大きさ別にみると、1.1mm では、2 年目はオオイタドリ、その他植物ともに生育できて

いなかった。2.4mm、2.7mm、3.2mm では、オオイタドリの植被率が 1 年目より 2 年目に若干

大きくなる傾向が見られたものの、その他植物の生育がみられた。一方、4.2mm、5.2mm では、

2 年目にはオオイタドリの植被率がほぼ 0%になっており、それに対しその他植物の生育状況は

良好である。5.8mm になると 1 年目、2 年目ともオオイタドリの植被率は 20%程度で、その他植

物は時間の経過とともに徐々に植被率が上昇している。 

以上より、植被率に着目すると、オオイタドリが抑制され、その他植物が生育する、4.2mm も

しくは 5.2mm の網目の大きさが適当と思われる。 

次いで、調査の過程でその他植物がメッシュシートの網目を突き抜けて生育した例を写真-1に

示す。その他植物がない箇所ではメッシュシートが浮き上がっているように見え、その他植物が

生育している箇所ではメッシュシートが地表面に貼り付いているように見える。これらの現象は、

その他植物がメッシュシートの下に根を張り、かつメッシュシートを突き抜けメッシュシートの

上に植物が生育することで、メッシュシートを地面に押さえつけたものと考えられる。これによ

り、オオイタドリの生育抑制に効果があった可能性があり、今後、これらについても検証が必要

である。 

 

 
図-6 網目の大きさと植物の植被率 
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（２）草丈 

網目の大きさと植物の草丈を図-7に示す。メッシュシートを敷設していない場合、オオイタド

リの草丈は 1 か月で目標値の 80cm を超え（図中の、網目の大きさ「無し」、施工からの年数「1

年目」、測定日「R5.9.7」の結果参照）、さらに 2 年目の 8 月下旬には 250cm を超え、刈り取り時

と同程度の草丈となった。一方、その他植物の草丈は 1 年目と 2 年目でほぼ同じであった。 

網目の大きさが最も大きい 5.8mm では、1 年目はいずれの植物も目標値の 80cm を超えるこ

とはなかったが、2 年目になるとオオイタドリを含み草丈が 80cm を超えるものもみられた。 

網目の大きさが最も小さい 1.1mm では、オオイタドリの生育は抑えられたもののその他植物

もほとんど生育せず、2 年目に至るとすべての植物が生育しない結果となった。本研究の目的に

鑑みると、1.1mm よりも大きな網目の大きさが必要である。 

以上の結果と前述の植被率に関する検討を総合すると、メッシュシートの網目サイズを 4.2mm

以上 5.2mm 以下の範囲に設定することが、オオイタドリの生育抑制とその他植物の生育確保を

両立させる上で有効であると考えられる。 

  

 

写真-1 オオイタドリ以外の植物の状況 

その他植物あり
⇒地表面に張り付く

その他植物なし
⇒浮き上がり

  

図-7 網目の大きさと植物の草丈 
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５．２ 適切なメッシュシートの継ぎ方に関する検討 

（１）継ぎ目からオオイタドリを生育させない方法 

網目の大きさが 1.1mm、2.7mm、3.1mm、5.8mm のメッシュシートにおいて、5 種類の継ぎ

方を試行し、7m（のり面長）の継ぎ目から生育したオオイタドリの本数を計測した。ただし、網

目の大きさ 5.8mm のメッシュシートは全面から多数のオオイタドリが生育し、継ぎ目由来の特

定が困難なためデータから除外した。また、ゴム製ジョイナーによる方法も除外した。同方法は、

図-3 e.に示すようにメッシュシートをゴム製ジョイナーに挟み込む形式で、メッシュシートを

重ねない構造であるため、メッシュシートの使用量を低減できる利点があるものの、写真-2に示

すように地表面が平坦でない場合では挟み込むメッシュシートの幅が少なくなりジョイナーから

外れてしまう箇所もあり、ここからオオイタドリが生育したためである。 

図-8にゴム製ジョイナーによる方法を除いた 4 種類の継ぎ方ごとにのり面の長さ 7m の継ぎ目

から生育したオオイタドリの本数を示す。網目の大きさ 1.1mm と 2.7mm については、メッシュ

シートの押さえ間隔はすべて 1m であるが、網目の大きさ 3.2mm については、メッシュシート

の押さえ間隔を検討すべく、プラスティックピンの代わりに打設間隔を 0.5m にした異形棒鋼ピ

ンを試行した。 

異形棒鋼ピンはリブがあることから丸鋼ピンよりもメッシュシートを押さえる効果が大きいと

期待したが、図に示すように、特にその傾向は見られず、一般的なプラスティックピンでシート

を押さえる場合と比較しても大きな違いは見られなかった。対してタッカーによる方法は、他の

方法と比較し全体的にオオイタドリが継ぎ目から生育する本数が少なかった。また、異形棒鋼ピ

ンで間隔を 0.5m とした場合ではオオイタドリは 1 本も生育しなかった。 

これらの結果より、メッシュシートをピンで押さえる場合にはその間隔を 0.5m 程度とするか、

あるいはタッカーによる方法を用いることで、継ぎ目からのオオイタドリの生育を抑制する効果

が得られることがわかった。 

 

写真-2 ゴム製ジョイナーの状況 

ゴム製ジョイナーがらメッ

シュシートが外れた状況

外れたメッシュシートからオオ

イタドリが生育している状況

2023年9月7日 2024年6月12日

ゴム製ジョイナーから 

メッシュシートが外れた状況 
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（２）タッカーによる方法の施工条件の検討 

タッカーによる方法では、板材の幅、U 字釘を板材に打ち付ける間隔、U 字釘の配置などが、

継ぎ方の効果に影響すると考え、これらを組み合わせて施工した（表-2 参照）。組み合わせの中

で、板材の幅は 5cm が最も経済的であるが、写真-3 に示すように、メッシュシートの継ぎ合わ

せを丁寧に行わなければ板材が外れることがあり、その部分からオオイタドリが生育することが

あった。このため、板材の幅は実用を考慮して施工しやすい 9cm とした。また、U 字釘を千鳥配

置、20cm 間隔とした場合、写真-3 に示すように、メッシュシートの間からオオイタドリが生育

した場合があった。これらのことから、板材の幅を 9cm、U 字釘を千鳥配置、10cm 間隔とする

ことが適切と判断した。 

次にタッカーによる方法でメッシュシートを施工したところ、1 か月経過後にオオイタドリの

生育によって、メッシュシートが浮き上がり、6 月中旬には写真-4に示すような状態となること

 

写真-4 シート押さえが少ない場合のメッシュシートの状態 

 

人

浮き上がったシート

 

図-8 メッシュシートの継ぎ方と継ぎ目から発生したオオイタドリの本数 
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写真-3 タッカーによる方法の状況 

2024年6月11日

幅5cm 1列配置 10cm間隔

幅10.5cm 千鳥配置 20cm間隔
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もあった。メッシュシートと板材とは U 字釘でしっかりと継ぐことができたが、メッシュシート

と地山が密着していなければ、オオイタドリの生育を抑制できないことがわかった。そこで、メ

ッシュシートを地山に密着させる方法として、スクリュー釘を板材の上から地山に打ち込みその

上からメッシュシートを U 字釘で押さえる方法とした。スクリュー釘の打ち込み間隔を 1m と

1.5m で試行したところ、いずれにおいてもシートが浮き上がらなかったことから、1.5m の間隔

でよいと考えられる。 

 

６．まとめ 

 

本研究では、オオイタドリの生育抑制とその他植物の生育確保を両立する網目の大きさ、およ

び継ぎ目からの生育を防ぐ方法の検討を目的とした。オオイタドリの生育が旺盛なのり面におい

て、メッシュシートを用いた試験施工および植生調査を実施した結果、次のことがわかった。 

 

１．メッシュシートを敷設することにより、メッシュシートを敷設しない箇所と比較して、オオ

イタドリの植被率や草丈などの生育を大幅に抑制できることがわかった。本研究で得られた知

見としては、効果の大きなメッシュシートの網目は 4.2mm 以上 5.2mm 以下である。 

２．メッシュシートの継ぎ目からオオイタドリが生育しない方法として、板材と U 字釘をタッカ

ーで打ち付ける方法で効果が大きいことがわかった。現時点では、タッカーの板材の厚さ 1cm、

幅 9cm、U 字釘を 10cm 間隔で千鳥に配置し、シート押さえの間隔が 1.5m で効果があった。 
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写真-4 シート押さえが少ない場合のメッシュシートの状態 
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